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ロシアによるベラルーシへの核兵器配備の決定に断固抗議し、 

ただちに撤回するよう求めます 

 

 

 ロシアのプーチン大統領は、３月 25 日、隣国のベラルーシに戦術核兵器を配備す

ると表明しました。ウクライナへの侵略を続ける中で、核兵器の使用を辞さないと威

嚇を繰り返してきた上に核兵器が配備されれば、核戦争の可能性がさらにつよまりま

す。ウクライナはもとより、人類全体を核破局の危険にさらす暴挙に、断固抗議する

とともに、決定をただちに撤回するようつよく求めます。 

 

プーチン大統領は、今回の決定の理由に、アメリカが NATO加盟国に戦術核兵器

を配備していることをあげています。核不拡散条約（NPT）は、核兵器の移譲や受領を

禁止しており、アメリカや同盟国の態度は明確に条約違反です。これをもって、ベラ

ルーシへの核兵器配備を正当化することはできません。また、核兵器禁止条約は、核

兵器の使用、威嚇、他国への配備を禁止しています。ロシアは締約国ではありません

が、核兵器を違法とした国際法を踏みにじる態度は、厳しく問われます。 

 

人類と核兵器は共存できません。世界の多くの国が核兵器禁止条約を支持し「核兵

器のない世界」へ進もうとしている今、すべての核保有国は、NPT 締約国として条

約の順守と第６条で課せられている核軍備撤廃の義務、2000年の NPT再検討会議

で合意した「核兵器のない世界の平和と安全の達成」の実行へ、行動すべきです。 

 

私たちはロシアに対して、ウクライナでの戦闘をただちに停止して撤退し、平和的

解決の努力を始めること、ベラルーシへの核兵器配備の決定を撤回することを、重ね

て求めます。 

 


